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大鳥居地区　目標地図
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大鳥居地区　目標地図
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Ｋ 営農組合
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協議への協力（組合員の経営意向の把握、情報提供等）

協議への協力（農業者支援等の情報提供）

・平成２９年に基盤整備のための準備委員会を設立し、話し合いを続けてきた。この話し合い
の中で、集落営農組織を設立、法人化し、基盤整備後の水田営農を担う計画を作成した。

・基盤整備事業の話し合いと並行して、実質化された人・農地プランも作成しており、人・農
地プランが地域計画へと法定化される段階で、市、農業事務所から地域計画への移行を働き
かけた。

・現在も担い手への集積率は高いが、集落営農組織設立後は更に集積率が上がる見込みであ
る。

・現況地図については、Excelに白地図を貼り付け、耕作者ごとに農地を色付けしたが、相当
な作業量となる。今後、地域計画策定地区も増え、毎年目標地図の見直し等があることを考
えると、GISシステムを活用するなど、効率的な地図の作成方法を検討する必要がある。
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　「人・農地プラン」は作成済みだが、市と農業委員会
で最新の農地１筆ごとの貸借や集積状況を地権者と耕作
者に確認し、再度整理した。

　実質化した「人・農地プラン」を基に、市が素案を作
成し、担い手と農業事務所、土地改良区、農協を含めた
協議の場で検討し、取りまとめた。（協議の回数：２回
（うち担い手を中心とする協議：１回））

　市と農業委員会で基盤整備の計画時に作成した地図を
基に目標地図の素案を作成し、協議の場へ諮り、協議を
受けて修正を行った。地図作成はExcelに白地図を貼り
付けて作業した。
　設立予定の集落営農組織に集積・集約化を進めること
になった。
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